　　　　　　　
	次世代への贈り物のコンセプト　　　手法
	勉強してきた中から
	青葉区民意識調査から

	次世代への大きな負担を残さないまちづくり　
	サステイナブルなまちづくり？
	

	住民参加によるまちづくりは行政への対案提示でありたい
	代替案をだすこと
	

	1.都市計画分野における、具体的手法の見出せないものに関しても、理念だけは記載する。

2.青葉区民まちづくり会議での各分野別提案の、都市計画分野の総合化を目指す。

3.より内容のある提案をするために、私たちが考えても、横浜市青葉区の提案でも、記述内容に大きな違いがないであろう事柄には言及しない。
	
	

	(背景)

少子･高齢化の進捗が懸念される中で、横浜市において青葉区は、１８歳未満の人口増加が最も高い区とされています。しかしそれさえも、高齢化への趨勢を免れるものではありません。
青葉区の将来像を描くにあたって、この高齢化傾向をそのまま受け入れ、高齢者を主体とする「成熟」した地域社会を考えていくことでは、私たちが取り上げようとする、多くの問題は未解決のまま残されてしまいます。
私たちは、乳幼児から高齢者にいたる、多世代の人口構成のバランスが保たれるよう、世代交代の良き循環を促したまちづくりを目指していくことが、「活き活きとして豊かな地域社会をつくりだす」のだと考えました
	高齢化さけられない
　　青葉区の高齢者の特徴

２０年後も横浜都民の可能性　　

通勤通学は都内へ
市民税納入額は減少
少子化＊これは検討できるのでは

人口maxは2025年？

人口減少はマイナス要因か？

少子化をゆるやかに
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⇒魅力あるまちづくり
　これは何か？　
	高齢化への不安　課題　将来への期待

問１９　居住地での現在の課題
少子化への考え　不安　将来への期待
問２０居住地での将来の課題
問３０　１０-２０年後住んでいるところに臨むもの
問３１　田園都市混雑と居住意向


	次世代に引き継ぐまちづくりを目指して
●多様な世代がつどい、まちの活力を維持する青葉区 

●次世代に引き継ぐ自然環境を維持・発展させる青葉区 

●次世代に大きな負担を残さない、まちづくり手法の導入　

　　集合住宅の円滑な建て替え

　　ファミリー層の居住誘導（　アライエなどが実施中）

　　子育て・子育ち支援機能

　　　　ハード系　　医療体制　

　　職住バランス

　　世帯主不在の防災対策
	・まちの活力はどこにあると考えているのか

　　地域文化　歴史

　　帰属意識

・まちの活性化は

　　ボランティア活動？

　　自治会？

・バランスのとれた年齢構成の維持をするためには何が課題で代案は？

バランスは崩れてきているのか？

	問１５　地域活動・地域社会

	魅力的な街並みの追求（住環境の進化を目指して）
丘陵地に計画的に宅地開発された郊外都市として、良質な住環境に恵まれた街でありつづけて欲し
街並みという視点で：

個性を認め合う住宅街の秩序づくり 

住環境を高める道路の見直し 

連続する美しい街並みの継続的な創出

　保全するゾーン・整備をするゾーンの明確化

　自然環境保全のための負担の在り方　青葉区方式
　市民にできる自然環境の創出

　住宅地内の調整池の活用

　道路沿いの街並み規制

　住環境のための道路の見直し

　　ボンエルフ　（あざみ野で実施されている）
　美しい街並みをつなぐ
	良好な街並みとはなにだと感じているのか

保全するのはどうしたらよいと？

建築協定

地区計画の導入

遺産相続

分割していく土地　⇒若い世代がくる？

空間地
住宅地での緑＞調整区域の緑
	問１　青葉区の魅力

問２　生活の中で不足、不便は
問３　住環境について心配
区民の考える自然環境とは


	30万人都市にふさわしい都市施設（都市核および駅前のあり方）」作成時２７万人だった

他の30万人都市にある施設の全てを青葉区内に整備するべき」といった、「横並びによる都市施設の整備」を望むものではありません。横浜市内他区、さらには川崎市や町田市といった周辺自治体の都市施設との連携や、区内の既存公共施設の更新や利活用も考慮すべき事柄
駅前は、幹線道路沿いの自動車での来客を前提としたロードサイド型の店舗とは異なり、自動車を利用する人だけでなく、バス･電車といった公共交通を使う人、あるいは歩いて来る人にとっても便利な場所でなくてはならないでしょう。
今後も主要駅前は、何らかの商業空間が必要であり、多くの人が集まるという利点を生かした、賑わいの場の再構築が求められています。
都市施設や駅前のあり方
青葉区内で整備する都市施設の検討 

良好な住環境に適合した駅周辺の整備（青葉台駅前をモデルとして）
今後、駅前にどのような施設を誘導・誘致するのが望ましいか
恩田元石川線（仮称）の整備
鶴見川親水公園とプロムナード構想
スポーツ施設
生涯学習・市民活動関連施設
多目的ホール　　　　　図書館
環境コミュニティセンター
火葬場
整備の方法について検討が必要
墓地・墓苑等
	施設への要望や不満はあるのか？

　図書館要望

　公共施設

　駅機能

交通施策

渋滞

電車混雑

最寄駅まで１５分体系　

交通便利

交通不便地　　高齢者対応？
コンパクトシティ構想　は青葉区になじむか？
住宅の在り方

多世代住宅

青葉台駅はモデルとなるのか？
	問５　最寄駅の満足度

問７　最寄駅までの交通機関
循環世代

	駐車場・駐輪場の設置義務付け
SOHO型オフィス等、職住近接型業務施設の誘導
駅前の街並みの統一
夜間の照明点灯

	東急電鉄―鉄道利用者の減少はマイナス要因　

社宅や寮→地域に住む人の誘致→住宅取得へ
	

	分野別提案
	

	住みよい住宅地づくり　
「安心して子育てができる、豊かな住環境を次世代に引き継ぐ街」

「青葉区民の感性を活かす、秩序ある個性的な街並みのある街」

「区内各エリアの特徴を明確にし、エリア内各地域の連携を円滑にする街」

まちの顔づくり

『街並み』７大拠点
生活を支える交通基盤づくり

　道路・自動車交通
　安心して楽しく歩ける歩道整備
　公共交通

　歩く人の安全を確保するための規制・ルール
人にあたたかいまちづくり-子育て-

・子育てを地域で支え合う青葉区

・人々との触れあいが子どもを育てる青葉区

・子どもを通じて大人が成長し、「子育ち（子どもの生きる力の育成）」を実践する青葉区

・様々な体験により豊かでたくましい子どもを育む青葉区
人にあたたかいまちづくり-地域福祉-

「互助型の福祉を目指したインフラの整備促進」
元気で生き生きとした交流づくり

水と緑の環境づくり
　鶴見川水系を活かした水と緑のまちづくり
リサイクル型の環境づくり

　環境負荷の少ない持続的発展が可能な循環型社会システムを目指して

　青葉区の現状の特性を「市街地の生活環境ならびに環境影響評価」という視点から、市内他区と比較してみると、
①工場地帯がない

②清掃工場を持っていない

③エネルギー多消費型公共施設である「浄水場」ならびに「下水処理場」を有しない

④個人商店が少なく大型店舗が多い

⑤駅前、商店街など局所的な交通渋滞がある

⑥街路樹などを含め、緑地帯が比較的多い

⑦住宅地の開発が著しい
⑧区民の人口は増加傾向にある


	具体的なものを提案
　　保育所対策　場所　立て方　複合施設として
　　　放課後事業

　　子供がたまれる場づくり

　　　　⇒公共施設のありかた
　　安心して遊べる近くの公園
交通施策は変わるのでは

　電線地中化を総合的視点から提案（景観ではなく）
多世代が循環してすむためには　　問２０
インフラ

ソフト

仕組み
施設整備

高齢者の考え方　　高齢化はマイナスか？
地球環境を意識する　　今の緑を維持する
青葉区ブランドの自然環境の保全方向は？

街路樹の緑　町中の緑の維持保全への取り組みへシフトする
生活に便利なまちへの取り組み
　　商店街対策と近場買い物行動
青葉区に住むことと環境負荷軽減の考え方

区民意識はどこにあるのか
　問３、８，９，１０、２９
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